



Elizabeth Gaskell の短編小説 “The Crooked Branch”（｢曲った枝｣）は，
Charles Dickens の編集・執筆する週刊雑誌 All the Year Round（『一年中』）
の1859年のクリスマス特別号のために書かれたものである。この年のクリス
マス特別号は The Haunted House（『幽霊屋敷』）と名付けられた一冊の「連
続物語集｣1 として，12月13日付で出版された。Gaskell の作品はこのThe
Haunted House の７番目の物語として収められている。その際 Dickens に
よって，編集上他作品とのバランスをとるために「幾らか切り詰められ」
(Rawland, “Editorial Note”)，６番目の物語との幕間としてはじめに短いコ
メントが付けられ，表題も “The Ghost in the Garden Room”（｢庭に面した
部屋の幽霊｣）が与えられた。その後1860年に，Gaskell はこの作品を自分
の短編集 Right at Last and Other Tales（『｢遂に申し分
ぶん
なく」と他の物語集』）
の中に再録する時，長さを元に戻し，表題も “The Crooked Branch” に変更
した。
“The Crooked Branch” は，実直な農夫の夫婦とその破廉恥で悪行を繰り
返す一人息子の物語である。この息子は長い間行方不明になっていたあげく，
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ところでこれまでの “The Crooked Branch” 論ではこの表題（原題，改題
共に）に言及されることが多い。たとえば J. G. Sharps は「この作品には超
自然なものは何もないので，“The Ghost in the Garden Room” というのは






逆に Angus Easson は，








と言っている。つまり Easson は，Dickens が与えた最初の表題でも物語の
内容との齟齬は無いと言っている。
Enid L. Duthie は，
























うに，これは Patsy Stoneman3 の指摘する「正義と法との間の区別」(58)






実際には，この作品が初出時に “The Ghost in the Garden Room” と付け
られていることに関しては，Duthie も触れているような，単純な理由しか
ないのである。The Haunted House の５番目の物語は Wilkie Collins によっ
て寄稿されたものであったが，それは ‘The Ghost in the Cupboard Room’
（｢食器棚のある部屋の幽霊｣）と題して，ろうそく立てに怯える（haunt さ
れる）男の物語として掲載された。しかし Collins はこれを自分の短編集
Miss or Mrs（『ミスかミセスか』）(1873) に再録する時 “Blow Up with the
Brig！”（｢帆船と一緒に吹っ飛んじまえ！｣）と，内容に即した表題に変更
している（Rawland, “Editorial Note”）が，これも Gaskell の場合と全く同
じ事情によるものである。
A. B. Hopkins はこの事情を次のようにまとめている。
［Gaskell によって］1859年に出版されることになる最後の物語は “The Ghost
in the Garden Room” で，これは All the Year Round のクリスマス号のための
“The Haunted House” という連鎖式物語集への寄稿であった。この話は後








地がある。たとえばここで Hopkins が「語り手」と言っているのは “The





士｣4 のことである。また The Haunted House は結局「超自然な存在と関係
のある続きもの」ではなくて，言葉の真の意味での「超自然な存在」はこの
屋敷のどの部屋にも出現しないというのがこの本全体の結論なのである。更
に Hopkins は「ぎこちないからくり」と言っているが，Rawland の評する
ようにむしろ「全般的に見てこの物語集は一冊の物語集として合格である」
(“Afterword” 168) と言えるのである。
The Haunted House とタイトルの付けられたこの1859年のクリスマス特別
号は，同年の春から All the Year Round と名を改めていた週刊雑誌（それま





稿した他のクリスマス特別号が，それぞれ A Round of Stories by the
Christmas Fire (1852)，Another Round of Stories by the Christmas Fire (1853)，
A House to Let (1858。以上三冊は Household Words 時代のもの)，及び Mrs.
Lirriper’s Lodgings (1863) と名付けられていることと比較してもよくわかる。
これらの表題は Gaskell 自身の短編集 Round the Sofa（『ソファーを囲んで』）
(1859) と同じく，要するに数人の人々が一カ所に集ってお互いに物語りを
語り合うという状況を説明しているだけのものである。それらに比べると
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章の第８章までそれぞれに “The Ghost in … Room” という表題が付けられ
てはいるが，この ghost がどういうものであるかは第１章を読んだ当時の
読者には充分予測がついたのである｡5
“The Crooked Branch” の物語に当る第７章は，この幽霊屋敷に招待され
てやって来た「私」の友人の一人で事務弁護士の Mr. Undery が語るもので


























この判事とは恐らく，“The Crooked Branch” の最後の場面，York の巡回

























事を語るという Dickens による設定は，“The Crooked Branch” の紹介の仕
方としては状況にうまく符号していると言えよう｡















「彼女は一晩中取り憑れ悩まされた（had haunted and held possession)」








ところで Dickens が1859年のクリスマス特別号を The Haunted House に
すると決めたのはいつの時点だったのだろうか。つまり Gaskell が “The
Crooked Branch” を書く前か後かということである。Dickens が実際に自分
の担当部分（第１・６・８章）を書いていたのは恐らく11月20日頃であろう。









向って行く途中にある」(15)(Cheshunt は Hertfordshire にある）というこ
と，結局「私」の幽霊屋敷にも幽霊なんか出ないということ等に投影されて
いる。ということは早くても10月下旬に決められたということであろう。
しかし Gaskell 自身はいつの時点で Dickens のこの決定を知ったのだろ
うか｡「９月26日に，副編集長の W. H. Wills が寄稿の常連たちにクリスマ
ス号のための物語の提供を求めた」(Rowland, “Afterword” 164）が，その時
の手紙では内容に関しては「筋や形態がどんなものでも全く自由である」と
言っている。そして Gaskell は直後の10月１日には George Smith 宛の手
紙で「私は彼らのクリスマス号のために一作書くことにしています，私が言
うのは All the Year Round のことですが」(Letter 442）と言っている。つ
まり Gaskell 自身はこの年のクリスマス特別号が The Haunted House にな
ることを知らずに “The Crooked Branch” を書こうとしていたということに
なる。実際，The Haunted House に収録されている他の寄稿者たちの作品も，





た作品を，11月中旬以降に The Haunted House という枠組とテーマの下に
うまくまとめ上げたと言えるだろう。
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Benjamin は,「晩婚であった」(195) 父 Nathan と母 Hester の一人息子
である。彼らが結婚した時 Nathan は既に40歳を越え，Hester は37歳にな
っていた。若い時からの恋人同士であった二人がこんなに遅くまで結婚でき





Yorkshire の Highminster の近郊に Nabend 農場を手に入れ，そこで酪農

























その金額は200ポンドにまでなっている。後に Benjamin が London の at-
torney の事務所の共同経営者になるためのお金として要求してくるのが300
ポンドであることから考えても，当時200ポンドの金額はちょっとしたお金
で，確かに Hester が「『銀行に入れてあるお金』 としてずっと秘かな誇り
をもって考えていた」(211２) だけの値打ちがあった。

































Nathan と Hester の前半の描写でもう一つ注意すべき点は，Benjamin が
生まれて数年後に，Hester の兄 Jack Rose が「10人か12人の子供をあとに
残して亡くなった」(197) が，この時 Nathan がそのうちの一人の娘 Bessy
を養女として家に引きとってやったことである。Nathan が若い時 Hester
































Highminster の老 attorney の事務所に年季奉公の見習い事務員として住み
込み，気の向いた週末には Nabend 農場に金をせびりに帰ってくるという
生活を始める。しかしその時でさえ「彼は充分悪魔の手中に陥っていた」


















にも遅すぎた」(199) のである。Nathan と Hester は結局 Benjamin のす
べての理不尽な要求をかなえてやる。London に行く前に Benjamin は父の
大切な蓄えのギニー貨と「母が卵やバターを売ってこしらえたちょっとした











Benjamin が London から帰って来た時，息子が決して「本物の紳士ではな
い」(206) とすぐに見抜ける。それは単に「見かけ倒しの態度とハンサムな
顔付」にすぎないと充分認識できるのである。
しかしそれでも Benjamin が，London で弁護士として成功するために，
或る弁護士事務所の共同経営者の権利を買うための300ポンドが必要だと言











































宛人不在で送り返されて来た。そのために Nathan は，Benjamin が父の優
しい気持も知らず,「お金がなく，荒涼とし，遠く離れた見知らぬ場所で飢
えて死んだ」と考える。そして「息子への敬意から」(219) 喪章を付けて教










































Bessy と John の二人であることを，半ば諦めの気持で予想している。
だからもし物語がここで終っていたら，悲劇は悲劇でもまだ Nathan と
Hester の人生はそうひどく悲惨なものであったとは言えなかっただろう。





1859年に初出の Gaskell の作品は “The HalfBrothers,” “Lois the Witch”
そしてこの “The Crooked Branch” の三作品である。 “The HalfBrothers”
は短編小説集 Round the Sofa (1859) の中に最後の作品として収められてお
り,7 “Lois the Witch” は週刊雑誌 All the Year Round に1859年10月８日号か




最後に位置する “The Crooked Branch” は前二作品のテーマをそれぞれ半分
ずつ引き継いでいると言える。
先ず “The HalfBrothers” からは農場経営の問題と財産譲渡の問題が引き








この貧しい農夫の生活は，“The Crooked Branch” の Nathan の前半生の背
景と同じである。

















えよう。“The HalfBrothers” では William Preston が息子（｢語り手」
Preston）に全財産を譲りたくて義理の息子 Gregory を疎んじたことが悲劇
を生んだのであった。従って “The HalfBrothers” は「語り手」の異父兄
Gregory の物語であるが，同時に父 William Preston の物語でもある。ちょ
うど “The Crooked Branch” が Benjamin の物語であると同時に，両親
Nathan と Hester の物語であるのと同じである。
このように Gaskell は，父親が自分の息子に財産を残したいという思い
を強く抱く物語を10カ月程前に書いていることになる。それだけに “The
Crooked Branch” に於て，Nathan が，いわば William Preston にとって
Gregory に当る義理の娘 Bessy を初めから自分たちの娘として認め，彼女
に Benjamin とは別の一人格として財産の半分を残してやろうとする姿勢か
らは，一層 Nathan の寛大さが伝わる。Benjamin は，自分はイギリスから
姿を消して二度と戻って来ないので,「君［Bessy］が僕の父の金を全部も
らうことになるだろう」(229) と言っている。そしてそれは恐らく正しい推
理である。Nathan にとって息子の Benjamin と結婚しない Bessy に自分
の財産を残すことは余り愉快なことではないかもしれない。しかし John
Kirkby が Bessy に親しくすることに Nathan がいら立ちの気持ちを示すの
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一方 “Lois the Witch” は裁判のテーマに於て “The Crooked Branch” と







“The Crooked Branch” では，真実を明らかにするという裁判の大義名分
が，Ⅱ．で見たように既に充分不幸であった Nathan 夫婦に対して遂に死に
至らしめる一撃を与えたと言っている。つまり裁判で真実を求めるために,




者は基本的に Bessy の視点から描いている。こうすることで果して Nathan
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事件後こうして寝付いてしまった Nathan と Hester を，作者は次のよう
に描いている。Nathan は Bessy が発見した時には頭にひどい一撃を受け












鑑定にも年取った Nathanと Hester は召喚されず，自分の証言だけで間に












めてきた Nathan にとっては，Benjamin のひどい裏切りは「恐ろしいショ
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(４)
しかし Bessy たちの予想に反して，事件から二週間後に York で行われ































であったことを立証しようとする。そして Hester が助けを求めて Bessy
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息子が強盗の手引きをしたと認めさせることと比べると,「すべての真実」





































1. Angus Easson, “Introduction,” Cousin Phillis and Other Tales, The World’s Classics
Ser. (Oxford U P. ,1987), p. xi. 以下 “The Crooked Branch” からの引用は，こ
の版による。尚，同一箇所からの引用は原則として初出の部分でページ数を示
した。
2. 『ルカによる福音書』15：11―32。尚，“The Crooked Branch” にはもう一箇所,
『ルカによる福音書』19：40からの引用が使われている（235)。
3. 但し Stoneman の論のすべてに賛成するのではない。
4. Charles Dickens and Others, The Haunted House. Ed. Peter Rowland. (London :
Nekta Publications, 1998) p. 33. 以下 , “The Crooked Branch” 以外のThe
Haunted House からの引用のページ数はこの版に拠る。All the Year Round, Vol.
2 所収のものは，Gaskell 作品が短縮されているが，この版では「Right at Last
and Other Tales (1860) に再録されているもの」(Rowland, “Editorial Note”）
が使われているし，単行本のためページ引照に便利だからである。






は Master Boz［Dickens］の幽霊だと意図されている」(Rowland, “Afterword”
164）のである。





で，corner room に泊っていた Jack Governor と「私」の妹 Patty とはいわ
ば昔の恋人同士であったが，今回この幽霊屋敷で暮すうちにお互いの姿が
相手につきまとい（haunt して)，めでたく結婚することになった。また二人




6. Gaskell の超自然現象についての考え方に関しては拙論「Elizabeth Gaskell の
“Lois the Witch” ピューリタン社会が生んだ冤罪事件」桃山学院大学総合
研究所『英米評論』第12号を参照して欲しい。
7. 但し “The HalfBrothers” については，Round the Sofa の中に初めて出版され
たのは確かに1859年としても，実際にこの作品が執筆されたのは1858年のうち
だっただろうと考えられる。何故なら1858年７月25日付の手紙で Gaskell は




Ｗ [ords] に出した物語の再出版にすぎないのですから」(Letter 414）と言っ
ているからである。これで見ると Round the Sofa は1858年のうちに準備され




の地主」(439) として Round the Sofa の Introduction に登場しているので，





8. ちなみに，“The HalfBrothers” と “The Crooked Branch” との内容の類似性
は，創作時期が必ずしも明確でない “The HalfBrothers” が，Round the Sofa
の時に初出のものであることの傍証になる。
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A Study of Elizabeth Gaskell’s “The Crooked
Branch” as the Subject of a Criminal Trial
Elizabeth Gaskell wrote “The Crooked Branch” in 1859, which Charles
Dickens, the editor of a periodical, All the Year Round, printed in the extra
Christmas Number, called The Haunted House a collection of some contrib-
utors’ works. At that time the Gaskell’s work was entitled “The Ghost in the
Garden Room.” Later the author chose the title, “The Crooked Branch,” and
used it when she published a collection of short stories under the title Right at
Last and Other Tales (1860). The use of the word “ghost” in the first title has
misled many critics as they have considered it to have relation to the theme of
the work. The objective of this paper is to clear up any misconceptions and to
show that the real theme is law.
Dickens contrived to give the 1859 Extra Christmas Number a fascinating
title and adopted the one, The Haunted House. In the book a narrator, the author
himself, rents a haunted house. He invites some friends to the house, and they
stay for about a month and gather in front of the fireplace on the twelfth night to
tell individual experiences of ghosts of their own bedrooms. However, as they
tell their stories, it comes to be clear that the ghosts of the rooms are not super-
natural beings after all, but, instead, haunting childhood or youth memories, or
something such as a candlestick the sight of which frightens a man. Gaskell’s
story, “The Crooked Branch,” is told by a solicitor who is staying in the garden
room at the house and heard it from the ghost of a judge. The ghost symbolises
the intensity of the solicitor’s impressions from the story.
As has been clarified above, the story “The Crooked Branch” itself bears no
relationship to the supernatural. It is a true story, which the author heard from
a judge. The characters in the story are a couple of honest farmers, Nathan and
Hester, and their only son Benjamin. This son has been a scoundrel from youth.
After he has been missing for a long time, he and two other rogues commit
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burglary into his parents’ house.
The author explains how Benjamin became such a disgusting person. His
parents married later in life than usual ; Nathan was 40, and Hester was 37.
Though they had been lovers from youth, Hester’s father objected to their mar-
riage, saying that Nathan was a servant to her family. After that, Nathan inher-
ited a small fortune from his uncle, bought a farm, and married Hester. However,
20 years had elapsed before their marriage.
Therefore, Benjamin was born to middleaged indulgent parents, and he
was unappreciative of all they did for him. The author, however, is not critical of
the parents for spoiling the child. It is his own fault that his nature deteriorates.
When Benjamin objects to farm work and expresses a desire to become an
attorney, his parents agree to his hope. Although Benjamin’s real reason is that
he is indolent, his parents think that becoming a lawyer will make their son a
gentleman. The author presents a compelling reason for the parents to support
Benjamin’s ambition to become an attorney and gentleman, for, had Nathan been
a gentleman, he could have married at a younger age.
Benjamin goes first to a neighbouring town and then to London, pretending
to be a lawyer’s apprentice. He swindles his parents out of their money when he
returns home. He disappears when he realises that he can no longer extort
money from his parents.
It is said that the author shows sympathy toward the parents, because the
parents are comforted after they have adopted a daughter, Bessy. Bessy is
Hester’s niece, who has been fostered like a true daughter from her childhood.
She lives up to the expectations of her foster parents and consoles them, in stark
contrast to Benjamin, who has disappeared.
If the story ended here, it would not be such a pitiful tragedy. However,
eight years after his disappearance, Benjamin returns as a burglar. He and two
others try to rob his parents’ house and steal their money. He knocks his father
unconscious, and his mother faints. However, a sturdy farmer and a brave veteri-
nary, who happen to keep an all-night vigil over a sick cow that night in the back-
yard, grapple with two of the burglars and capture them as Benjamin, seen only
by Bessy, fled.
Before the hearing of the assize, however, a barrister who takes the two ac-
complices in charge discovers that a third person, the son of the victims, is the
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principal offender. The barrister tries to make Nathan and Hester testify against
their son. In anguish, Nathan reluctantly admits having heard the voice of his son
calling to unlatch the door. The implication is that the father has to disclose in
public that they have a worthless son who has planned to plunder his parents.
Hester is then asked to testify that she heard her son call to his accomplices to
smother the old woman if she made a noise crying for help. Such a declaration
could never be expected from a mother. She falls senseless at the witness stand
and dies of a stroke that night.
Therefore, the author raises the question of truth in the court. The author
wants to demonstrate that nobody should receive the cruel treatment of having
to testify against his or her own son, even if it is in the pursuit of truth. Nathan
and Hester could bear as far as they had to acknowledge that their son was one
of the thieves, because the fact means that their son, whom they had given up for
dead, was alive. Of course, even to get this truth, it was not necessary for the old
parents to be summoned to appear in court. Because Bessy could have testified
instead of her foster parents since she was a witness to the crime. It is as a re-
sult of negligence on the part of the police that Bessy was not called to the stand
to admit the fact. Furthermore, it was not at all necessary to force the parents
to tell the people in court concretely how their son was brutal.
In conclusion, the theme of “The Crooked Branch” is the value of humane
treatment in the pursuit of truth in a trial.
